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No.327
萩商工会議所

青年部
広報委員会

青
年
部

コ
ー
ナ
ー

平
成
25
年
度
通
常
総
会
開
催

４
月
19
日
㈮
萩
本
陣
に
於
い
て
、

田
村
副
会
頭
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、

平
成
25
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
に
て
、
中
村
直
前
会
長
よ

り
平
成
24
年
度
事
業
報
告
な
ら
び

に
収
支
決
算
報
告
、
佐
伯
会
長
よ

り
平
成
25
年
度
事
業
計
画
な
ら
び

に
予
算
案
等
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
後
い
ず
れ
の
議
案
も
承

認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
野
村
萩
市
長
を

は
じ
め
、
新
谷
・
田
中
県
議
他
、

多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席

い
た
だ
き
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。懇

親
会
で
は
佐
伯
会
長
が
今
年

度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
い
つ
で
も
フ

ル
ス
イ
ン
グ
‼
〜
全
力
で
ぶ
ち
進

め
‼
〜
」
に
込
め
た
想
い
を
挨
拶

と
共
に
熱
く
語
り
ま
し
た
。
そ
の

後
田
村
副
会
頭
の
挨
拶
、
ご
来
賓

の
方
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
25

年
度
役
員
紹
介
や
新
入
会
員
の
挨

拶
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
萩
委
員

会
担
当
の
余
興
で
は
、
ご
来
賓
の

方
々
と
各
委
員
会
の
選
抜
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
白
熱
し
た
頭
脳
合
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
25
年
度
の
船
出

に
相
応
し
い
盛
大
な
通
常
総
会
と

な
り
ま
し
た
。

鈴
井
　
康
史

平成25年度　　事　業　計　画
通
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事
業
４

５

６

７

８

９

10

11

12

１

２

３

総務委員会
総会等諸会議及び
卒会式の開催
青年部事務におけ
る事務局との連携
通常総会
会員名刺作成
定例役員会（毎月10日前後）
全員協議会（毎月20日前後）

会議所ニュースの青年部コー
ナー、青年部HPを通して魅
力や活動をより多くの人に知
ってもらうための広報活動

コミュニケーション塾
(全員協議会)

第１回活力塾

会員手帳作成
平成25年度HPアップ作業(～5月)
踊車327号発刊
新入会員リーフレット作成

13日(土)県青連第１回
会長会議(山陽YEG)
25日(土)中国ブロック
会長会議(岩国YEG)

踊車328号発刊

コミュニケーション塾
(全員協議会)

21日(木)～23日(土・祝)
全国会長研修会
(水俣YEG)

県青連第４回会長会
議・夢会議(予定)

20日(木)～23日(日)
日本YEG全国大会(宇都宮YEG)
岩国YEG30周年事業(予定)

県青連第３回会長会
議・夢会議(予定)

6日(金)・7日(土)
中国ブロック大会
(岩国YEG)
20日(日)
県青連親睦ゴルフ大
会(新南陽YEG)

22日(土)県青連第２
回会長会議及び会員
大会(長門YEG)

踊車329号発刊

ライトアップイ
ベント

第２回活力塾兼視
察研修
コミュニケーション塾
(全員協議会)

第３回活力塾

新年度決起会

19日(日)県青連親睦ソフトボ
ール大会参加(主管 宇部YEG)

会員親睦会

(公社)萩青年会議所との親睦会
(予定)(主管 (公社)萩青年会議所)

萩商工会議所青年部
OB会との親睦会

踊車330号発刊 夏　ま　つ　り

踊車331号発刊

踊車332号発刊

踊車333号発刊

４青年部交流会(予定)
（主管 山陽YEG）
女性会との交流会
(予定)(主管 女性会)

踊車334号発刊
青年部瓦版発刊臨時総会

卒会式

踊車335号発刊

踊車336号発刊

踊車337号発刊／卒会アルバ
ムの作成／踊車338号発刊

「ナイト観光」の活性
化を目的としたライト
アップイベントの開催

活力溢れる、コ
ミュニケーショ
ン力のある人財
を育む

会員、会員の家族、
他団体との親睦をよ
り一層深められるよ
うな事業を展開

ゆるキャラ製作
(～11月)

ゆるキャラによる地
域PR活動
(～2月)

HAGI産業フェスタ
の開催

はぎ地域活性化の為
のPR活動

広報委員会 情報通信委員会 街づくり委員会 人財育成委員会 地域交流委員会 プロジェクト萩委員会 その他事業

新
年
度
決
起
会

25年度役員



こ
の
度
、
青
年
部
に
入
会
し
ま
し

た
「
居
食
屋
た
ま
り
ば
」
の
大
坂
屋

透
と
申
し
ま
す
。
何
も
分
か
ら
な
い

状
態
で
す
が
、
先
輩
方
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
っ
か
り
と
聞
き
、
青
年

部
の
一
員
と
し
て
、
様
々
な
人
と
の

交
流
を
通
じ
て
色
々
な
経
験
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
青
年
部
に
入
会
さ
せ
て

頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
河
村
伸�

�
由�

�
と

申
し
ま
す
。
活
動
を
通
じ
て
様
々
な

方
と
交
流
し
、
地
域
貢
献
と
自
己
研

鑽
の
た
め
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

何
か
と
不
慣
れ
で
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
点
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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佐
伯
会
長
に
つ
ぶ
や
く

対
象
者
に
対
し
て
青
年
部
会
員
か
ら
、思
い
や
、要
望
、意
気
込
み
、

助
言
な
ど
を
つ
ぶ
や
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

対
象
者
に
対
し
て
青
年

助
言
な
ど
を
つ
ぶ
や
い
て

３
月
19
日
午
後
11
時
50
分
に
女
の

子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

名
前
は
葵
（
あ
お
い
）
と
命
名
し

ま
し
た
。
元
気
で
健
康
な
子
を
産
ん

で
く
れ
た
妻
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

父
親
と
し
て
し
っ
か
り
と
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

金
子
　
友
造

３
月
27
日
１
時
32
分
、
新
し
い
家

族
に
逢
え
ま
し
た
。
名
前
は
悠
人

（
は
る
ひ
）
と
名
付
け
ま
し
た
。「
は

る
」
の
よ
う
に
温
か
く
、「
悠
々
」
と

「
人
」
と
の
出
逢
い
に
恵
ま
れ
た
人
生

を
歩
め
ま
す
よ
う
に
、
私
自
身
も
良

き
父
に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。中

村
　
雅
一

お
め
で
と
う

新
入
会
員

介
紹

４
月
６
日
㈯
に
松
陰
食
堂
に
て
平

成
25
年
度
決
起
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
員
50
数
名
に
加
え
、
先
日
卒
会
さ

れ
た
先
輩
方
７
名
に
も
参
加
し
て
頂

き
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
伯
会
長
の
力
強
い
挨
拶
で
始
ま
り
、

副
会
長
及
び
各
委
員
長
の
年
間
を
通

じ
て
の
熱
い
想
い
を
語
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
新
人
会
員
の
紹
介

も
あ
り
、
会
員
同
士
の
絆
も
よ
り
一

層
深
ま
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。
最
後

は
今
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
全
員

が
気
持
ち
を
一
つ
に
し
、
閉
会
し
ま

し
た
。

藤
田
　
伸
和

本
年
度
第
１
回
目
と
い
う
事
で
、
他

単
会
の
事
業
や
、
山
口
県
青
連
の
状
況

を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
に
お
い
て
は
、
前
回
萩
に
お

越
し
頂
い
た
方
や
、
普
段
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上

で
の
お
付
き
合
い
の
方
と
実
際
に
お
会

い
し
、絆
を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

藤
田
　
佳
紀

第
１
回
会
長
会
議

たまりば（美味小舎）
大坂屋　透君

㈲齊藤電子計算センター
河村　伸由君


